
府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 1

路線・河川名等 　明石川

所 在 地 　京都市右京区京北中地町中地平
　キョウトシウキョウクケイホクチュウジチョウチュウジヒラ

提 案 内 容
洪水により両岸共に侵食災害があることによる護岸の整備
（延長約５０ｍ）

現 在 の 状 況

当該区間において、土羽護岸の一部が侵食され木根が露
出し（写真①、⑤、⑥）、土砂が一部湾曲部に堆積してい
る。（写真③）
また、一部土砂が崩壊している箇所（写真②）および石積護
岸の一部損傷が見られた。（写真④）

第１・２段チェック 　第２段階　×　（早期対応の必要性は認められない。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

背後地は山林である。谷地形であり川幅も広く、溢水の可
能性は低い。 護岸整備の早期対応の必要性は認められな
い。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

明 

石 

川 

提案箇所 

写真① 侵食箇所（左岸） 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

写真② 崩壊箇所（右岸） 

写真③ 堆積箇所（右岸） 写真④ 護岸損傷箇所（右岸） 

写真⑤ 侵食箇所（右岸） 写真⑥ 侵食箇所（左岸） 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 2

路線・河川名等 　室地川

所 在 地 　京都市右京区京北田貫町室次谷
　キョウトシウキョウクケイホクタヌキチョウムロジダニ

提 案 内 容
護岸の改修（延長約５ｍ）

現 在 の 状 況

石積護岸下部の一部が損傷をうけており、土のうにて応急
処理している状況である。（写真②）
また、落差工下流においては護岸下部が洗掘されている。
（写真③）
（対象延長　左岸約１０ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

今後の大雨による増破を防ぐため、提案どおり護岸改修を
図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

提案箇所 

① 

② 

③ 

写真① 提案箇所（左岸） 延長約１０ｍ 写真② 損傷箇所（左岸） 

写真③ 洗掘深さ ６０ｃｍ（左岸） 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 3

路線・河川名等 　安祥寺川

所 在 地 　京都市山科区安朱中小路町
　キョウトシヤマシナクアンシュナカコウジチョウ

提 案 内 容 転落防止柵の設置。（左岸　延長約１５ｍ）

現 在 の 状 況
歩道として利用されている。河川への転落防止柵は設置さ
れていない。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

通学路ではないが近接して洛東高校があり、近道として多
くの学生が利用している。また、橋の取合部分で通路勾配
が急であり、高齢者が転落した事例がある。落差も２ｍ以
上あるため、防護柵を設置する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

三年橋 

提案箇所 

① 

② 

③ 

④ 

写真① 提案箇所（左岸） 延長約１５ｍ 写真② 提案箇所（左岸） 延長約１５ｍ 

写真③ 提案箇所（市道部より望む） 写真④ 提案箇所（左岸） 延長約１５ｍ ① ① 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 4

路線・河川名等 　白川

所 在 地 　京都市左京区北白川琵琶町
　キョウトシサキョウクキタシラカワビワチョウ

提 案 内 容
河積を狭めている雑木の伐採
（延長約２．９ｋｍ）
（起点から白川２号橋まで）

現 在 の 状 況 護岸より立木が繁茂している箇所が見られた。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

護岸より繁茂し河積阻害の著しい雑木について、治水安全
度の向上を図るため伐採する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

① 

提案範囲 ② 
③ 

④ 

⑤ 

写真① 提案箇所 写真② 提案箇所 

写真③ 提案箇所 写真④ 提案箇所 

写真⑤ 提案箇所 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 5

路線・河川名等 　鞍馬川

所 在 地 　京都市左京区静市野中町
　キョウトシサキョウクシズイチノナカチョウ

提 案 内 容
河積を狭めている雑木の伐採
（延長約２００ｍ）
（野中橋から下野中橋まで）

現 在 の 状 況 護岸より立木が繁茂している箇所が見られる。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

護岸より繁茂し河積阻害の著しい雑木について、治水安全
度の向上を図るため伐採する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

野中橋 

下野中橋 

提案範囲 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

写真① 提案箇所 写真② 提案箇所 

写真③ 提案箇所 写真④ 提案箇所 

写真⑤ 提案箇所 写真⑥ 提案箇所 

① ① 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 6

路線・河川名等 　高野川

所 在 地 　京都市左京区上高野東山
　キョウトシサキョウクカミタカノヒガシヤマ

提 案 内 容 河積を狭めている雑木の伐採

現 在 の 状 況
石積護岸から立木（もみじ等）が繁茂している。
（対象延長　左岸約１５０ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

護岸より繁茂し河積阻害の著しい雑木について、治水安全
度の向上を図るため伐採する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

高野川 

提案箇所 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

写真① 提案箇所 写真② 提案箇所 

写真④ 提案箇所 

写真⑤ 右岸側 

写真③ 提案箇所 
① ① 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 7

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区小野下ノ町
　キョウトシキタクオノシモノチョウ

提 案 内 容
崩壊箇所の護岸の整備

現 在 の 状 況
河川管理区域より上面の表土が、崩れている。河川部分は
岩盤であり洗掘の恐れは少ないと思われる。
（対象延長　右岸約６ｍ）

第１・２段チェック 　第１段階　×　（①京都府が管理する施設ではない。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

対象外のため、実施しない

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

清滝川 
ゆげ工房 

提案箇所 

① 

② 

③ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 現況護岸状況 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 8

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区小野下ノ町
　キョウトシキタクオノシモノチョウ

提 案 内 容
大雨時、河川氾濫を防止するための落差工の撤去

現 在 の 状 況
岩石による落差工が設置されており、両岸共に護岸形態は
空石積みである。

第１・２段チェック 　第２段階　×　（構造基準上の影響が認められる。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

落差工を撤去すると、既設護岸の基礎部が洗掘される恐れ
があることから実施しない。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

北山の里 清滝川 

提案箇所 

① 

② 

③ 

④ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 右岸 護岸状況 写真④ 左岸 護岸状況 
      一部洗掘あり 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 9

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区大森東町
　キョウトシキタクオオモリヒガシチョウ

提 案 内 容 右岸側の石や土砂の撤去。

現 在 の 状 況
護岸の前面に土砂が堆積しており、一部基礎が露出してい
る。ただし、当該区間は京都府管理区域外である。

第１・２段チェック 　第１段階　×　（①京都市が管理する河川である。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

対象外のため、実施しない

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

岩屋坂橋 

清滝川 

提案箇所 

① 

② 

③、④ 

⑤ 

⑥ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 堆積状況 写真④ 基礎露出状況 

写真⑤ 河川起点表示 写真⑥ 河川起点表示 

一級起点 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 10

路線・河川名等 　祖父谷川

所 在 地 　京都市右京区京北井戸町
　キョウトシウキョウクケイホクイドチョウ

提 案 内 容 右岸の崩壊している護岸の整備及び土砂浚渫

現 在 の 状 況
土羽護岸部が侵食され、一部崩壊している。また、猪ノ谷口
堰堤より下流落差工の区間において土砂が堆積している。

第１・２段チェック 　第２段階　×　（早期対応の必要性は認められない。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

背後地は山林である。谷地形であり川幅も広く、溢水の可
能性は低い。護岸整備、土砂浚渫の早期対応の必要性は
認められらない。なお、農業用水取水箇所の浚渫は農業用
水管理者が行うべきである。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

祖父谷川 

提案箇所 

① 

② 

③、④ 

⑤ ⑥ 

写真① 提案箇所全景（右岸） 写真② 右岸崩壊状況 

写真③ 左岸現況 写真④ 土砂堆積状況 

写真⑤ 土砂堆積状況 写真⑥ 土砂堆積状況 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 11

路線・河川名等 　高野川

所 在 地 　京都市左京区大原大長瀬町
　キョウトシサキョウクオオハラオオナガセチョウ

提 案 内 容 侵食されている護岸の改修

現 在 の 状 況

当該区間は河川が湾曲しており、外側は水衝部の河床が
洗掘され、水深が1.2ｍ程度となって護岸の一部が洗掘され
ている。
（対象延長　護床工　左岸約２０ｍ、河床整正約１００ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

護岸の侵食・陥没を防ぐため、護床ブロックの設置等で護
岸の補強を図り、併せて河床整正を実施する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

高野川 

提案箇所 

① 
② 

③、④ 

⑤ 

⑥ 

写真① 提案箇所全景    写真② 河床洗掘箇所 

写真③ 護岸基礎洗掘箇所 写真④ 洗掘深さ ６０ｃｍ 

写真⑤ 護岸勾配１：０．５  写真⑥ 土砂堆積状況 延長約１００ｍ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 12

路線・河川名等 　天神川

所 在 地 　京都市北区衣笠荒見町
　キョウトシキタクキヌガサアラミチョウ

提 案 内 容 落差音がうるさいことによる落差工の改修。（２箇所）

現 在 の 状 況
落差工に目立った損傷等は見られないが、周囲は住居に
囲まれており落差工の音が気になる状況である。

第１・２段チェック 　第１段階　×　（②利便性向上や環境整備に関すること。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

対象外のため、実施しない

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

提案箇所 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 提案箇所全景 写真④ 提案箇所全景 

写真⑤ 落差 約５０ｃｍ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 13

路線・河川名等 　筒江川

所 在 地 　京都市右京区京北上弓削町
　キョウトシウキョウクケイホクカミユゲチョウ

提 案 内 容 　土砂浚渫（延長約１．５ｋｍ）

現 在 の 状 況 湾曲部に土砂が堆積している状況である。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

堆積土砂による河積阻害率が１０％を超える箇所につい
て、河床整正、土砂浚渫を行い、治水安全度の向上を図
る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

筒江川 

筒江橋 

提案範囲 

① 

③ 
② 

⑤ 

⑥ 

④ 

写真① 堆積状況 写真② 堆積状況 

写真③ 堆積状況 写真④ 堆積状況 

写真⑤ 堆積状況 写真⑥ 堆積状況 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 14

路線・河川名等 　筒江川

所 在 地 　京都市右京区京北上弓削町
　キョウトシウキョウクケイホクカミユゲチョウ

提 案 内 容 護岸崩壊による護岸の改修（３箇所）

現 在 の 状 況
当該区間において、土羽護岸の一部が崩壊している。
（対象延長　１工区右岸　約２０ｍ、２工区右岸　約１７ｍ
３工区右岸　約７ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

今後の大雨による増破を防ぐため、破損の著しい２，３工区
の護岸改修を実施する。１工区については、経過観察を行
う。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

筒江川 

提案箇所 

④ ⑤ 

② 
③ 

① 

１工区 

２工区 ３工区 

写真① １工区全景 写真② １工区全景 

写真③ ２工区全景 写真④ ２工区全景 

写真⑤ ３工区全景 

桧谷口 

柴原段 

筒江 

山鼻 防火水槽 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 15

路線・河川名等 　筒江川

所 在 地 　京都市右京区京北上弓削町
　キョウトシウキョウクケイホクカミユゲチョウ

提 案 内 容 砂防堰堤上流側の土砂浚渫

現 在 の 状 況
砂防ダムへの土砂の堆積が多いが、満砂まで約２ｍ程度
余裕がある状況である。
（対象延長　約９０ｍ）

第１・２段チェック 　第２段階　×　（早期対応の必要性は認められない。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

土砂は堆積しておらず、溢水の可能性も低く、早期対応の
必要性は認められない。経過観察を行う。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

筒江川 

提案箇所 

② 

① 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

見上谷 

客路 

森札上谷 

堰堤 

写真③ 提案箇所全景 

③ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 16

路線・河川名等 　筒江川

所 在 地 　京都市右京区京北上弓削町
　キョウトシウキョウクケイホクカミユゲチョウ

提 案 内 容 護岸及び帯工の改修

現 在 の 状 況
帯工部において護岸下部が約５０ｃｍ～８０ｃｍ程度洗掘さ
れている。
（対象延長　両岸約２８０ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

崩壊した帯工は改修を図り、洗掘の著しい護岸箇所は土砂
埋戻や河床張等で河床の安定を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

筒江川 

提案箇所 

① 

②、
③ 

④ ⑤ ⑥ 

写真① 左岸 護岸下部 写真② 右岸 護岸下部 

写真③ 左岸 護岸下部 写真④ 洗掘深さ８０ｃｍ 

写真⑤ 左岸 護岸下部 写真⑥ 左岸 護岸下部 

奥ノ下 筒江 

笹壁谷口 

山鼻 
防火水槽 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 17

路線・河川名等 　弓削川

所 在 地 　京都市右京区京北上弓削町沢ノ尻
　キョウトシウキョウクケイホクカミユゲチョウサワノシリ

提 案 内 容 崩壊護岸の改修（３箇所）

現 在 の 状 況

１工区においては、空石積護岸の下部が損傷され６０ｃｍ程
度洗掘されている。また、土砂が堆積し流下断面を減少さ
せている。２工区においても、空石積護岸の一部が損傷さ
れている。　（対象延長　１工区左岸約１０ｍ、２工区左岸約
４ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

崩壊している護岸について、今後の大雨による増破を防ぐ
ため、根継工で護岸の補強を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

弓 

削 

川 

朝日橋 

上夏路橋 

提案箇所 

１工区 

２工区 

① 

④ 

②、③ 

⑤、⑥ 

写真① 護岸損傷約２ｍ（１工区） 写真② 護岸損傷約８ｍ（１工区） 

写真④ 洗掘深さ６０ｃｍ 写真③ 護岸損傷近接状況 

写真⑤ 護岸損傷約４ｍ（２工区） 写真⑥ 護岸損傷状況 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 18

路線・河川名等 　三明谷川

所 在 地 　京都市右京区京北塔町郷蔵前
　キョウトシウキョウクケイホクトウチョウゴグラマエ

提 案 内 容 防護柵及び階段施設の改修。

現 在 の 状 況
木製柵の折れ曲がっている箇所が４ｍ、その他についても
劣化、腐食が進んでいる。（対象延長　約２６ｍ）
階段施設も劣化、腐食が進んでいる。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

利用者の安全を確保するため、劣化、腐食している防護柵
及び階段施設の改修を実施する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

三明谷川 

山国護国神社 

招塊橋 

提案箇所 

② 

⑤ 

④ 

③ 

写真① 木製柵破損状況 写真② 破損部近景 

写真③ 破損部近景 写真④ 提案箇所全景 

写真⑤ 階段破損状況 

① 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 19

路線・河川名等 　細野川

所 在 地 　京都市右京区京北細野町下ノ本
　キョウトシウキョウクケイホクホソノチョウシモノモト

提 案 内 容 護岸の整備

現 在 の 状 況
河川の水衝部の土羽護岸が崩壊し、土砂が流出している。
また、田からの排水管の一部が露出している。
（対象延長　右岸約１０ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

今後の大雨による増破を防ぐため、提案どおり護岸の整備
を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

下ノ町橋 

細野下公民館 

提案箇所 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 流入状況 写真④ 排水管露出 

写真⑤ 護岸勾配１：０．５ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 20

路線・河川名等 　静原川

所 在 地 　京都市左京区静市野中町
　キョウトシサキョウクシズイチノナカチョウ

提 案 内 容
堆積土砂の浚渫及び河川外への搬出
右岸側（民地側）の土羽護岸の侵食による護岸の整備

現 在 の 状 況

１工区：土羽護岸であり一部が侵食され土砂が流出してお
り、曲部の内側に土砂が堆積している。曲部の外側につい
ては、岩盤で形成されており侵食による影響はないものと
思われる。
２工区：土羽護岸の一部が崩壊し土砂が流出している。
（対象延長　土砂浚渫　約２００ｍ、
護岸整備　１工区右岸約７０ｍ、２工区右岸約３０ｍ）

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

堆積土砂や河床洗掘の著しい箇所において河床整正を行
い、治水安全性の向上を図る。土砂搬出は行わず、大型土
のうを作成し、護岸の保全を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

提案箇所 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

    写真① 提案箇所全景（１工区）     写真② 土砂堆積状況 

    写真③ 提案箇所全景（１工区）     写真④ 土砂堆積状況 

    写真⑤ 土砂堆積状況    写真⑥ 土羽護岸崩壊状況（２工区） 

護岸工 
１工区 

護岸工 

２工区 

土砂浚渫 

関西電力洛北発電所 
静原川取水用ダム 

鬼谷橋 

農業用水 

取水ダム 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 21

路線・河川名等 　細野川

所 在 地 　京都市右京区京北細野町東ノ垣内
　キョウトシウキョウクケイホクホソノチョウヒガシノカキウチ

提 案 内 容 崩壊箇所の護岸整備

現 在 の 状 況

空石積護岸が崩壊し、土羽護岸の侵食も進んでいる。一部
は応急復旧を実施済み。（写真①～④）　また、下流部で
も、護岸の一部が侵食されている。（写真⑤～⑥）
（対象延長　右岸約５０ｍ（土羽護岸部約２０ｍ））

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

今後の大雨による増破を防ぐため、提案どおり護岸の改修
を図る。なお、改修区間は、背後地が家屋など影響の大き
い箇所とする。（写真①～④の区間を実施）

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

細野川 

宮の辻橋 

提案箇所 ③ 

① 

② 

④ 
⑤ 

⑥ 

写真① 応急復旧箇所 延長約２０ｍ 写真② 土羽護岸部 延長約２０ｍ 

写真③ 提案箇所全景 写真④ 土羽護岸 現況 

写真⑤ 侵食箇所 延長約１０ｍ 写真⑥ 護岸勾配１：０．５ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 22

路線・河川名等 　細野川

所 在 地 　京都市右京区京北細野町
　キョウトシウキョウクケイホクホソノチョウ

提 案 内 容
袋詰玉石による護岸の侵食が進み、一部圃場まで影響し
ていることによる護岸の改修。

現 在 の 状 況

ブロック積護岸の整備がされておらず、土羽護岸の一部が
崩壊し袋詰玉石にて措置がされている。圃場への侵食は確
認されなかった。
（対象延長　右岸約１０ｍ）

第１・２段チェック 　第２段階　×　（早期対応の必要性は認められない。）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

既設の袋詰玉石護岸は健全であり、護岸としての機能は保
持されており、護岸改修の早期対応の必要性は認められら
ない。経過観察を行う。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

細野川 

長野公民館 

提案箇所 

③ 
② 

① 

④ 

写真① 提案箇所全景 写真② 提案箇所全景 

写真③ 提案箇所全景 写真④ 圃場への影響状況 


